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振動ミルを用いて過安 く過盤葉酸アムモニウム)の瀞再来故をおこない.瀞辞時間による過

安粒子の粒径分布の変化を嗣べる一方,顕微鏡写真lこよって過安分子の細分化の過程を詐称 こ観

察した｡それらの結果は次のようlこまとめられる｡ (1)紛辞された過安粒子の粒径分布l増

枠時間とともに.原料の260L-をピークとする一山分布から170FIと80fJをピークとする多山分

布へ 次に80JAをビ-クとする一山分布-と移行する｡ (2)80JJをピークとする過安粒子を

新枠すれば.44JJ以下の均等微粒子を高収率で得られる｡

以上の結果にもとづき,均等微粒過安の高収率製造法について考察した.

i. 籍 宮

前簸1)で,ボールミルによる過盤索敵アムモニケム

(以下過安と賭す)の粉砕央故をおこない.鈴掛 こよ

って過安が均等杜粒子になりやすい物常であることを

明らかにした｡このことは均等耳栓過安の高収率製造

の可能性を示唆するものである.本突放においてIも

ボールミルと比較して.より祷耕辞ができる振動ミIL,

を用いて,過安の粉砕典故をおこない,粉砕時間によ

る過安の粒径分布の変化を飼べる一方.疎放鏡写掛 こ

よって過安粒子の細分化の過軽を辞細に観察した｡こ

れらの結果にもとづき,撰劫ミルによる過安粒子の粉

砕過振を考察した結果.摂動ミルlこよる均等微粒過安

の高収率製造法を明らかにすることができた｡以上の

実験と考索の結果について述べる｡

2. 異境方法

原料過安としとは拭英一食品を用いた｡この粒径分

布はFig.1に示される.なお.本来故における粒径分

布は7IL,イ分け法2)によって耐定された｡ミルの蕗元

および粉砕条件は次の通りである｡

振動ミル:三英製作所載B-1型.振動救10a)V.p･Jn.

円形振動

ポット:縫製.内径180mm.深さ220mm

ポール :碇製,大2叫mm,中13¢mm.小34mm

ポール使用質点比 :火 :中 :小=7:3:i

ボール充填率 :80% (2145g)

過安充填率 :loo‰ (1200g)

振動巾 :6mm
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つけるために.振動巾3EELm,4mm,6tnm.8mtrLと10mmにおけるミル内のポールの肋さを.16

mm.64コ1/抄で振労し. 観頼した.租点の括

架,仮肋巾4tnm-8mmに庇通航助巾が存在すると考えられたので,4mm,6mmと8mmの振動巾{･それ

ぞれ10分P巧掛挿し.その粉砕生成物の粒径分布を調べ

た｡この冶県をFig.2に示す｡同園にもとづいて

.本爽政では6mmの援助巾が叔適と判断されたので

.本報の央軌は税政巾6mmでおこなわれた｡一秒こ瀞体

は温度の彫轡をうけやすく.特にその膨轡は粒径が･l
J､さくなるほど.大きいといわれている｡瀞枠操作に

おいても.晩成の好守4'甥 えられるので.その好守を調べた

｡豆内の相対温度 (以下ia度と称す)が･55%,60%.71%および88% (蛮迫はいずれも23土2℃)の

と杏.それぞれ10分間過安堺砕した｡それらの粒径分布

をFig.3に示す｡同国によれば.いずれの粉砕生成物の粒径分布も約8OLJと約170Jlをピークとする=

山分布であることがわかる｡温度が60%以下のときは温度71%以



本末故においては.振肋ミルで長時間粉砕をおこな

うと.ポールと統料がつきかためられて.ポット底部

の壁にかたく付帝する｡この状態では,粉砕効果が望

めないので.本失敬では粉砕時間がⅩl分をこえる場合

は扮榊 PT)20分梅lこ一皮拭科とポールをポ･/トの中か

ら取り出し,ほぐした後再装入して粉砕をおこなった｡

3. 束験冶共

粉砕時m30秒,1分,7分.lo合,15分,El分,25分

と30分での81辞生成物の粒径分布をFig.4 ならびに

Tablelに示す｡同国によれば.鈴砕初期では原料の

一山分布 (260JZピークとする)が･粉砕時間と共に多

山分布 (260p.170JJと80JJをt:'- クとする)に移行

していくことが･わかる.すなわち.粉砕時間が7分で
は260JJとど-クとする山は小さくなり,10分では170

JIと80JJをど-クとする二山分布となる｡15分では170

pをビークとする山は小さくなり.80LLをt='-クとす

る山は高くなる｡20分では80〟をピークとする一山

分布 となる｡TAblelによれば2031では44LL7ルイ

通過粒子は全血の約5wI%である｡25分では44FEフル

イ通過粒子は急増 (約23wt%)し,3031で約60wl%

に迎する｡このことは.44JL7ルイ通過粒子は80ILを

ピークとする一山分布の粒子を粉砕することで生成す

ることを示す｡
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にもとづく粉砕過程の考察振動ミルで粉砕された過

安粒子の紳分化の過程を疎放欽写力で奴額した｡その1例

をFig.5に示す｡観蕪によれば.粉砕時間10分ま

では尖鋭な角を有する粒子が･多く見られ (Fig.5-b.C

).細分化は主に衝隼粉砕によっておこなわれると考

えられる｡この場合.特に助辞初期においては原料過安粒子の

く(紘 (Fig.5-zLのA点)で分割された粒子がL多く

砲車された (Fig.5-b.C)｡この過程をFig.6

に示す模型図で考える｡同園は原料過安粒子の写茄か

ら,任意に4僻遠らぴ,これらの粒子がLくぼみで分割されたものとして,その粒 子を示したものである.Fig.

JIに示したように.樹幹初期においでは200〟をピ

ークとする原料過密の粒径分布 (Fig.1) 那.170Jl

をピークとする分布-移行している｡この過掛L Fig

.6に示したように原料過安がくぼみで分胡されること

によるものと考えられる｡Fig.4においで.掛砕時閃

10分での粒径分布曲線から粉砕時岡20分における粒

径分布曲線-の移行の過程は比鞍的大きい粒子 (170Jl)と小

さい粒子 (80JJ)の=山分布から.小さい粒子.すな

わち80JJをピークとする一山分布に移行する退位

である｡この過軽では.小粒子がL破壊される都合より

大粒子b簡畢成壊される剖合の方が大きいことを示して

いる｡上田ら●)も振助ミル等を用いた珪砂の鈴再来扱lこおい

て.rT,1様の過程を租貧し,その過振をFig.7

に示す模型国を用いて汲明を試みている｡それによれば

.大粒子上にポールが･落下また転がるときは帝掛 こよ

って8t舟されるが,一方小粒子層上にポールが落下ま

た転が･るときは.その軽箭作用によって術隼作用は

酎めらA.この括粂前者の作用が支配的となり.小粒子

が･粉砕される割合より大粒子が粉砕される割合が大き

くなるとしている一)｡以上のことから判断して.80J

Jをピークとする一山分布に移行するまでは.粉砕は

主に締牢作用によっておこな

われていると考えられる｡Fig.4ならびにTAbJclに

よれば.小Ipフルイ通過の微粒過密は80JJをピーク

とする-山分布の粒子を粉砕することで,はじめて紺ら

れることがわかる｡なお.肌報I)のボールミルによる過密の

粉砕 (粉砕時ru)10-1齢分)では44p7ルイ通

過粒子はほとんど掛ることができなかった｡一般に.

ボールミルと比較して.節筆力は弱く.摩披力が敦

いために微粉砕に適すといわれている｡Fig.4ならびにTa

b)elで示した粒径分布の変化と考えあわせると,こ

のBDJJをビークとする一山分布の粒子を掛玲する

ことによって税別ミルはその特長を発

押したものと考えられる｡以上の結果にもとづき

,均等紛 過安の高収率製造法について寄食する｡上述L

I=ように.原料過安粒子から80JLをt:'-クとする-LIJ

分布の粒子まで･の掛舟は衝撃瀞辞によって生成す

るものと考えられる｡一九44p以下の穂粒子は80JJをピ

ークとする粒子を81幹することで得られることが･わか

りT=B木釆故では粉砕時間が2031をこえると.つき

かための作用のため.それ以上粉砕を虎けても粉砕効

果は期待できない｡このため,本来故においては一回

の操作に上って原料過安から44p以下の律粒子を拘るこ

とは田柾である｡そこで.まず庇初に振動ミルと比映

して桝やカが大きいといわれるボールミルを用いて耕

申し.この粉砕生成物から88JL7ルイ通過粒子を放り出し.この粒

子を税政ミル-
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Fig.6 AnillustrationForthebehaviorofgrotlndAPattheezLrlytime

Fig.7AniuustrzLtionEorthebehaviorofballinm払い)で新枠すれば,

44JJ以下の微粒子を祐収率で得られる｡なお,ボールミルによる粉砕生成物中の88JL以上の粒子ならびに般動ミルによる粉砕生成物中の44JL以上の粒子は.そ

れぞれの原料粒子に加えて.再び瀞砕すればよい｡ S.捲 括授動ミルによる過安粉砕の爽鵬 巣から,次のような結果が得られた｡(1)瀞辞された過安粒子

の粒径分布は瀞砕晴朗とともに,原料の260pをピークとする一山分布から170JLと80Flをピークとする多LLJ分布へ.次に80JJをピークとする一山分布-と移行

する｡(2)80JJをピークとする過安粒子を粉砕すれば,44JJ以下の均等微粒過安を高収率で得られた｡以上の結果から.均等微粒過安の高収率製造法

を考えた｡原料過安を,まず放初ボールミルで粉砕し,その粉砕生成物から88JL7ルイ遡過粒子を取り出す｡この88JL7ルイ通過粒子を撰肋ミルで粉砕すれ

ば,44Jl以下の均等孜粒過安を高収率で得られる｡終わりに,この研究の遂行に当たり終始御船 なる御指導と靭帯種をBBった防軒大学校伊東威教授に心から感謝します｡
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